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、
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り
に

　
一
、
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
打
聞
集
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お
け
る
希
望

表
現
⑵

の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』⑶
な
ど
に
よ
る
と
、
打
聞
集
は
編
者
未
詳
、
長
承
三
年

（
一
一
三
四
）
以
前
の
成
立
。
現
存
す
る
の
は
大
正
末
年
に
滋
賀
県
の
金
剛
輪
寺
で

発
見
さ
れ
た
写
本
が
唯
一
の
伝
本
で
あ
り
、
そ
の
表
紙
に
「
打
聞
集
下
帖

」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
来
は
二
巻
あ
る
い
は
三
巻
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
下
帖
は
漢
字
片
仮

名
交
じ
り
文
の
二
七
の
説
話
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
イ
ン
ド
（
天
竺
）
説
話
は
六
話
、

中
国
（
震
旦
）
説
話
は
七
話
、
日
本
（
本
朝
）
説
話
は
一
四
話
が
含
ま
れ
、
内
容
は
す

べ
て
仏
教
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
七
話
の
う
ち
、
今
昔
物
語

集
と
二
一
話
、
宇
治
拾
遺
物
語
と
八
話
、
古
本
説
話
集
と
二
話
が
重
な
る
。
そ
の
う

ち
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
に
重
複
し
て
共
通
す
る
も
の
四
話
、
今
昔
物
語
集

と
古
本
説
話
集
に
重
複
し
て
共
通
す
る
も
の
二
話
が
あ
る
の
で
、
結
局
二
七
話
中

二
五
話
は
こ
れ
ら
三
書
の
ど
れ
か
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
残
る
二
話
も
一

話
は
日
本
霊
異
記
と
共
通
し
、
一
話
は
説
話
内
容
が
判
然
と
し
な
い
ほ
ど
短
小
な
メ

モ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
打
聞
集
　
下
帖
」（
以
下「
本
書
」と
略
す
）に
固
有
の
説
話

は
皆
無
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
本
書
の
成
立
及
び
こ
れ
ら
の
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
橋
本
進
吉
博
士
を
始
め
と

し
て
既
に
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
諸
説
が
あ
る
。
中
で
も
本
書
に
宛
字
が
散
見
さ

れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
、「
晋
の
始
皇
」（
宇
治
拾
遺
物
語
に
「
秦
始

皇
」）、「
イ
サ
清
ヨ
キ
」（
古
本
説
話
集
に「
潔
」）の
よ
う
に
。
こ
れ
ら
は
本
書
に
は
、

編
者
が
聞
い
た
話
を
書
き
付
け
る
打
ち
聞
き
の
メ
モ
の
性
格
を
窺
わ
せ
る
部
分
と
、

先
行
説
話
の
表
現
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
ら
し
い
部
分
が
混
在
す
る
こ
と
を
示
す

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
成
立
事
情
を
踏
ま
え
、
本
書
に
お
け
る
希
望

表
現
の
状
況
の
み
で
な
く
、
類
話
が
あ
る
説
話
集
に
お
け
る
希
望
表
現
を
表
す
部
分

と
の
表
現
と
も
併
せ
て
考
察
す
る
。

　
テ
キ
ス
ト
に
は
、
東
辻
保
和
著
『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』（
清
文
堂
　
昭
和

五
十
六
年
一
月
発
行
）
を
用
い
る
。
そ
の
底
本
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
打
聞
集
下

打
聞
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て
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二

帖
　
付
日
記
内
縁

』。
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
翻
字
に
際
し
て
底
本
に
な
い
濁
点
を
施
し
た
。

ま
た
、
仮
名
書
き
の
傍
に
、
適
宜
漢
字
を
（
　
）
に
囲
ん
で
注
記
し
た
。
底
本
に
は
、

片
仮
名
で
読
み
の
附
け
て
あ
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
示
し
、

他
の
総
て
の
漢
字
の
読
み
を
、
平
仮
名
で
示
し
た
。
底
本
に
は
殆
ど
施
さ
れ
て
い
な

い
が
句
読
点
及
び
中
黒
点
を
施
し
、
引
用
符
「
　
」
を
施
し
、
仮
名
の
大
小
の
別
・

振
り
仮
名
の
位
置
は
原
則
底
本
の
通
り
と
し
て
い
る
と
す
る
に
従
う
。

　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
打
聞
集
（
以
下
、「
本
書
」
と
略
す
）
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
構
成
形

式
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」	

（
二
例
）

　
　「
～
ム
ト
ス
」	

（
二
例
）

　
　「
願
」	

（
三
例
）

　
　「
給
ヘ
」	

（
三
例
）

　
　「
祈
リ
」	

（
一
四
例
）

　
　「
乞
フ
」	

（
三
例
）

　
　「
求
ム
」	

（
三
例
）

　
右
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
打
聞
集
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
形
式
の

種
類
は
非
常
に
少
な
く
、
特
に
、
希
望
表
現
を
構
成
す
る
重
要
な
助
動
詞
・
終
助
詞

の
マ
ホ
シ
・
タ
シ
・
バ
ヤ
な
ど
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る

各
形
式
の
用
例
数
も
非
常
に
少
な
い
。
こ
れ
は
、
打
聞
集
の
全
体
の
分
量
と
と
も
に

文
体
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
１
、「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」「
～
ム
ト
ス
」の
用
法

　
ま
ず
、「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る

「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」は
二
例
見
ら
れ
る
。

（
１
）「
オ
ノ
ガ
内う

ち

〻う
ち

ニ

思
お
も
ふ

事こ
と

ナ
ム
有あ

ル
。
先せ
ん

年ね
ん

ニ

、
我わ
れ

イ
ミ
ジ
ウ
寶た
か
らニ

セ
シ
玉た
ま

ヲ
ナ
ム	

盗ぬ
す
まレ

ニ
シ

。
其
そ
れ
を

﨤か
へ
しエ
ム
ト
思お
も

ヘ
ド
、
得う

ベ
キ
樣や
う

モ

无な
シ

。

	

（
２
７
３
行
　
三
五
頁
）

　
類
話
と
し
て
今
昔
物
語
集
⑷

巻
第
五「
国
王
、
為
盗
人
被
盗
夜
光
玉
語
第
三
」に
は
、

　
　「
我
レ
内う

ち

内う
ち

ニ
思
フ
事
ナ
ム
有
ル
。
先せ
ん

年ね
ん

ニ
並
ビ
無
キ
宝
ト
思
ヒ
シ
玉
ヲ
ナ
ム

被ぬ
す

盗ま
れ

ニ
シ
。
其
レ
返
シ
得え

ム
ト
思
ヘ
ド
モ
、
可う

得べ

キ
様よ
う

モ
無
シ
。」

（
２
）「
其そ

れ
ヲ

盜ぬ
す
みタ

ラ
ム

人ひ
と

ニ
マ
レ

、
尋た
づ
ねテ

返か
へ
し
え得

サ
セ

タ
ラ
バ
、
此こ
の

國く
に

ヲ	

半な
か
ば

分わ
か
ち	

テ

知し
ら

セ
ム
ト
思お
も
ふ。
其そ
の

由よ
し

ヲ	

仰お
ほ
せ

下く
だ

セ
」ト
仰
お
ほ
せ

給た
ま
ふ

時と
き

ニ

、	

（
２
７
４
行
　
三
五
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
五「
国
王
、
為
盗
人
被
盗
夜
光
玉
語
第
三
」に
は
、

　
　「
其
レ
盗ぬ

す
みタ
ラ
ム
人
ヲ
尋た
づ
ねテ
還か
へ

シ
得え
た

ラ
バ
、
此こ
の

国
半
国
ヲ
分わ
か
ちテ
令し
ら

知し
め

ム
ト
思
フ

ニ
、
其
ノ
由
宣せ
ん

旨じ

下く
だ

セ
」ト
仰
セ
給
フ
時
ニ
、

　
例（
１
）（
２
）は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例（
１
）は
、
従
属
節
で「
先
年
、

私
は
そ
れ
を
返
し
て
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
方
法
が
な
か
っ

た
。」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
は
一
人
称
の「
願
望
」⑸
を「
説
明
」⑹
す
る
用
法
で
あ
る
。

例（
２
）は
、
文
末
で
言
い
切
り
の
形
で「
こ
の
国
の
半
分
を
分
け
て
領
地
さ
せ
た
い

と
思
う
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
は
一
人
称
の
「
願
望
」
を
「
表
出
」⑺
す
る
用
法
で

あ
る
。
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三

打
聞
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

　
そ
し
て
、
例
（
１
）（
２
）
は
い
ず
れ
も
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
希
望
表
現

を
表
す
部
分
も
同
様
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、「
～
ン
ト
ス
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
お
い
て
希
望
表
現
に
関
係
す
る

「
～
ン
ト
ス
」は
三
例
見
ら
れ
る
。

（
３
）昔む

か
し、
佛
ほ
と
け

失う
せ

給た
ま

ハ
ム
ズ
ル

程ほ
ど

ニ

、
羅ら

睺ご

罒ら

、「
佛ほ
と
けノ

失
う
せ
た
ま

ハ
ム

見み
る

ニ

更さ
ら

ニ

タ
フ
ベ
キ
ニ
非あ
ら

ズ

。
サ

レ
バ
、
他た

の

世せ

界か
い

ニ

イ
キ
テ
、
カ
ヽ
ル
悲
か
な
し
み

モ

見み
ジ

」ト
テ

、

	

（
２
１
４
行
　
二
八
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
三「
仏
、
入
涅
槃
給
時
、
遇
羅
睺
羅
語
第
三
〇
」に
は
、

　
　
今

い
ま
は

昔む
か
し、
仏
涅ね

槃は
ん

ニ
入い
り

給
ハ
ム
ト
為す

ル
時
ニ
、
羅ら

睺ご

羅ら

ノ
思
ハ
ク
、「
我
レ
仏
ノ

涅ね

槃は
ん

ニ
入い
り

給
ハ
ム
ヲ
見
ム
程ほ
ど

ニ
、
悲か
な
しビ
ノ
心
更さ
ら

ニ
不た
ふ
べ可
堪か
ら

ズ
。
然さ

レ
バ
我
レ
、

他ほ
か

ノ
世
界
ニ
行ゆ
き

テ
カ
ヽ
ル
悲
ビ
ヲ
不み見
ジ
」ト
思オ
モ
ヒテ
、

（
４
）「
汝な

む
ぢ、
父ち
ち

ノ

尺し
や
か
む
に

迦
牟
尼
佛ほ
と
け

失う
せ

給た
ま
ひナ

ム
ト
ス

。
イ
カ
デ
、
ソ
ノ
終を
は
り

ノ

臨の
ぞ
みニ

ハ

相あ
ハ
デ

、
コ
ヽ
ニ

ハ
キ
タ
ル
ゾ
」ト
ノ
給た

ま

ヘ
バ
、	
（
２
１
６
行
　
二
八
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
三「
仏
、
入
涅
槃
給
時
、
遇
羅
睺
羅
語
第
三
〇
」に
は
、

　
　「
汝な

む
ぢガ
父
釈し
や

迦か

牟む

尼に

仏ぶ
つ

、
既す
で

ニ
涅ね

槃は
ん

ニ
入い
り

給
ヒ
ナ
ム
ト
ス
。
何い
か

デ
カ
汝な
む

ヂ
其
ノ

時
ニ
不あ

ひ
た
て
ま
つ
ら

奉
遇
ズ
シ
テ
、
此
ノ
世
界
ニ
至
レ
ル
ゾ
」ト
。

（
５
）「
イ
ト
ア
ヤ
シ
キ
事こ

と

也な
り

。
父ち
ち

佛ほ
と
け

失う
せ

給た
ま

ハ
ム
ズ
ル

時と
き

ニ

成な
り

テ

、
汝な
む
ぢヲ

待ま
ち

給た
ま

フ

。
速
す
み
や
かニ

參ま
ゐ
りテ

、

冣さ
い

後ご
ノ

臨の
ぞ
みニ

見み

奉
た
て
ま
つ

レ

」ト
ノ

給た
ま

ヘ
バ

、	

（
２
１
８
行
　
二
九
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
三「
仏
、
入
涅
槃
給
時
、
遇
羅
睺
羅
語
第
三
〇
」に
、

　
　「
仏
ハ
既
ニ
涅ね

槃は
ん

ニ
入い
り

給
ヒ
ナ
ム
ト
為す

ル
ニ
、
羅
睺
羅
忽た
ち
ま
ちニ
不み

見え

給た
ま

ハ
ネ
バ
、

其
レ
ヲ
待
チ
給
ヘ
ル
也
。
速
ニ
御
傍か

た
は
らニ
疾と
く

参
リ
給
ヘ
」ト
勧す
す
めケ
レ
バ
、

　
例（
３
）（
４
）（
５
）は「
涅
槃
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。」の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず

れ
も
あ
る
状
況
が
発
生
し
よ
う
と
す
る
時
点
と
い
う
客
観
的
な
「
将
然
」
を
表
す
用

法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
法
は
た
と
え
主
語
が
有
情
物
で
あ
っ
て
も
、
希
望
表
現
と

は
関
係
し
な
い
。

　
な
お
、
例（
３
）（
４
）（
５
）は
そ
れ
ぞ
れ
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
そ
の「
将

然
」を
表
す
部
分
の
文
脈
・
表
記
も
類
話
の
該
当
部
分
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
以
下
の
例
（
６
）（
７
）（
８
）
に
お
け
る
「
～
ム
ト
ス
」
は
有
情
物
の
あ

る
動
作
が
行
お
う
と
す
る
「
将
然
」
を
表
す
用
例
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
希

望
表
現
と
関
連
性
が
あ
る
。

（
６
）三み

た
り人
ノ
畫ゑ

師し

、
書か
く

ベ
キ
絹き
ぬ

ヲ

竝な
ら
べテ

、
三み
た
り人
竝な
ら
びテ

筆ふ
で

下く
だ

サ
ム
ト
ス
ル

程ほ
ど

ニ

、

	

（
２
０
３
行
　
二
七
頁
）

　
宇
治
拾
遺
物
語
⑻

巻
九
―
二「
宝
志
和
尚
影
事
」に
は
、

　
　
三
人
の
絵
師
、
各
書か

く
べ
き
絹
を
ひ
ろ
げ
て
、
三
人
な
ら
び
て
、
筆
を
下く
だ

さ
ん

と
す
る
に
、

（
７
）「
害が

い
シ
テ

物も
の

ニ

セ
ム
ト
ス
ル
也な
り

」ト
云い
へ

バ

、	

（
３
４
４
行
　
四
二
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
九「
□
人
、
以
父
銭
買
取
亀
放
河
語
第
一
三
」に
は
、

　
　「
殺
シ
テ
可す

為べ

キ
要え
う

ノ
有
ル
也
」ト
。

　
宇
治
拾
遺
物
語
巻
一
三
―
四「
亀
ヲ
買
テ
放
事
」に
は
、

　
　「
殺
し
て
物
に
せ
ん
ず
る
」と
云
。

（
８
）昔む

か
し、
慈じ
か
く
だ
い
し

覺
大
師
入に
ふ
た
う唐
時の
と
き、
會ゑ
し
や
う昌
天て
ん

子し

、
佛ぶ
つ

法ほ
う

破は

滅め
つ

之の

被る
れ

宣お
ほ
せ

下ご
と
く

ゝ

者だ
さ
ばレ

、
分
わ
か
ち
て

使つ
か
ひ
の

者も
の
を

堂だ
う

塔た
ふ

ヤ
ブ
リ

、
法は
ふ

師し

共ど
も

ト
ラ
ヘ
テ

成な
す

俗ぞ
く

ゝ

。
覺か
く

大だ
い

師し

、
合あ
ひ
ぬ

破は

滅め
つ

之の

使
つ
か
ひ
に

ゝ

。
大だ
い

師し
ヲ

見み

付つ
け

テ

追お
ひ

取と
ら

ム
ズ

。
大だ
い

師し

迯に
げ

テ

堂
だ
う
の

内う
ち
にコ
モ
リ
給た
ま
ふ。

	

（
２
９
８
行
　
三
七
頁
）

（
羅
）

（
釈
）

（
遭
）

（
最
）

（
宣
）

遭
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四

　
今
昔
物
語
集
巻
第
一
一「
慈
覚
大
師
、
亘
宋
、
伝
顕
密
法
帰
来
語
第
一
一
」に
は
、

　
　
仏
法
流る

布ふ

ノ
所
ニ
行ゆ
き

テ
ハ
是こ
れ

ヲ
習
フ
間
、
恵ゑ
し

正や
う

天て
ん

子し

ト
云
フ
天
皇
ノ
代
ニ
、
此

ノ
天
皇
仏
法
ヲ
亡ほ

ろ
ぼス
宣せ
ん

旨じ

ヲ
下く
だ

シ
テ
、
寺
塔
ヲ
破や
ぶ

リ
壊こ
ほ
ちテ
正
し
や
う

教げ
う

ヲ
焼
キ
失
ヒ
、

法
師
ヲ
捕と

ら
へテ
令ぐ
ゑ
ん
ぞ
く
せ
し

還
俗
ム
。
使
四
方
ニ
相あ

ヒ
分
レ
テ
亡
ほ
ろ
ぼ
す。
其
時
ニ
、
大
師
此
ノ
使

ニ
会あ

ひ

ヌ
。
独ひ
と
り
み身
ニ
シ
テ
随し
た
がヘ
ル
者
無
シ
。
使
等ら

大
師
ヲ
見
テ
喜
よ
ろ
こ
びテ
追
フ
。
大
師

逃に
げ

テ
一ひ
と
つノ
堂
ノ
内
ニ
入
ヌ
。

　
宇
治
拾
遺
物
語
巻
一
三
―
一
〇「
慈
覚
大
師
、
入
二

纐
纈
城
一

給
事
」に
は
、

　
　
昔む

か
し、
慈
覚
大
師
、
仏
法
を
な
ら
ひ
伝
へ
ん
と
て
、
唐
も
ろ
こ
しへ
渡
給
て
お
は
し
け
る
程

に
、
会

（
く
わ
い
し
や
う
）
昌
年
中
に
、
唐
（
と
う
の
ぶ
そ
う
）

武
宗
、
仏
法
を
滅ほ
ろ

ぼ
し
て
、
堂
塔
を
こ
ぼ
ち
、
僧
尼

を
捕と

ら

へ
て
失う
し
なひ
、
或
は
還
（
げ
ん
ぞ
く
）
俗
せ
し
め
給
（
た
ま
ふ
み
だ
れ
）

乱
に
会
（
あ
ひ
）給
へ
り
。
大
師
を
も
捕と
ら

へ
ん
と

し
け
る
程
に
、
逃
て
あ
る
堂
の
中
へ
入
給
ぬ
。

　
例（
６
）は「
筆
を
下
ろ
そ
う
と
す
る
、」の
意
、
例（
７
）は「
殺
し
て
使
お
う
と
思
っ

て
い
る
の
だ
。」
の
意
、
例
（
８
）「
大
師
を
追
い
か
け
て
捕
ら
え
よ
う
。」
の
意
と
解

さ
れ
、
こ
れ
ら
は
例
（
３
）（
４
）（
５
）
よ
り
希
望
表
現
と
関
連
性
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
例
（
６
）
は
宇
治
拾
遺
物
語
に
類
話
が
あ
り
、「
将
然
」
を
表
す
部
分
は
一

致
し
て
い
る
。
例（
７
）（
８
）は
今
昔
物
語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
に
類
話
が
あ
る
が
、

「
将
然
」
を
表
す
部
分
は
今
昔
物
語
集
で
は
表
現
が
異
な
り
、
宇
治
拾
遺
物
語
と
は

一
致
す
る
。

　
２
、「
願
」の
用
法

　
本
書
に
「
願
」
は
三
例
見
ら
れ
、
そ
の
う
ち
名
詞
用
法
が
二
例
、
動
詞
用
法
が
一

例
あ
り
、
す
べ
て
佛
教
用
語
で
あ
る
。

（
９
）聖ひ

じ
り、
大だ
い

願ぐ
わ
んヲ

立た
テ

、
祈
い
の
り

給た
ま

ヘ
ド

、
其そ
ノ

驗し
る
しナ

シ

。	

（
１
９
６
行
　
二
六
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
六「
玄
奘
三
蔵
、
渡
天
竺
伝
法
帰
来
語
第
六
」に
は
、

　
　
其
ノ
時
ニ
、
法
師
大だ

い

願ぐ
わ
んヲ
立
テ
ヽ
祈
リ
給
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
其
ノ
験
し
る
し

無
シ
。

（
10
）龍り

う

樹じ
ゆ

井ぼ
さ
つ

思お
も
ひワ
ビ
テ
、
キ
サ
キ
ノ
御お
む

モ（
裳
）ノ
ス
ソ
ヲ
ヒ（

引

被

）

キ
カ
ツ
ギ
テ
伏ふ
シ

給た
ま
ひテ

、
多
お
ほ
く
の

願ぐ
わ
んヲ	

立た
て

給た
ま

フ

ケ
ニ
ヤ
有あ
ら

ム
、

	

（
２
３
２
行
　
三
〇
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
四「
竜
樹
、
俗
時
、
作
隠
形
薬
語
第
二
四
」に
は
、

　
　
被き

切ら

レ
侘わ

ビ
テ
、
后
ノ
御み

裳も

ノ
裾す
そ

ヲ
曳ひ

キ
被か
つ

ギ
テ
臥ふ

シ
給
テ
、
心
ノ
内
ニ
多お
ほ
くノ

願ぐ
わ
んヲ
発お
こ

シ
給
フ
。

　
古
本
説
話
集
⑼

巻
下
六
三「
竜
樹
菩
薩
先
生
以
二

隠
蓑
笠
一

犯
二

后
妃
一

事
」に
は
、

　
　
今
一
人
は
、
后き

さ
きの
御
裳も

の
裾す
そ

を
ひ
き
被か
づ

き
て
伏ふ

シ
給
（
た
ま
ひ
）て
、
多お
ほ

く
の
願
（
ぐ
わ
ん
）を
立た

て
給

ふ
。

　
例
（
９
）（
10
）
に
お
け
る
「
願
」
は
「
神
仏
に
立
て
る
誓
願
」
の
意
と
解
さ
れ
、
い

ず
れ
も
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　
な
お
、
例
（
９
）
は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
例
（
10
）
は
今
昔
物
語
集
と
宇

治
拾
遺
物
語
に
類
話
が
あ
り
、
表
現
に
小
異
あ
る
が
、「
願
」
を
表
す
部
分
が
一
致

し
て
い
る
。

（
11
）七な

ぬ

日か
に

滿み
て

ル

壇だ
ん

ノ

上う
へ

ニ

血ち

多お
ほ
くコ
ボ
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、「
法ほ
ふ

ノ

驗
し
る
し

有あ
る

ベ
キ
ナ
リ

ケ
リ
」
ト
云い
ひ

テ

、

結け
ち
ぐ
わ
ん
願
シ
テ

、
本も
と

ノ

唐
モ
ロ
コ
シ
ニ
歸か
へ
りニ

ケ
リ
。	

（
２
１
１
行
　
二
八
頁
）

　
例（
11
）に
お
け
る「
結
願
」は
サ
変
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
な
お
、
例
（
11
）
は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
る
が
、
該
当
す
る
部
分
が
今
昔
物

語
集
で
は
異
な
っ
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

（
菩
薩
）
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五

打
聞
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

　
３
、「
給
ヘ
」の
用
法

　「
給
ヘ
」
は
命
令
表
現
と
見
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
対
話
の
対
象
が
神
仏
の

場
合
に
お
い
て
は
、
命
令
表
現
よ
り
希
望
表
現
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
本
書

に
こ
の
よ
う
な
用
法
は
三
例
見
ら
れ
る
。

（
12
）「
我わ

が

本ほ
ん

師じ

尺し
や
か
に
よ
ら
い

迦
如
來
ハ

、
失う
せ

給た
ま
ひテ

後の
ち

久
ひ
さ
し
く

成な
り

ヌ
レ
ド
モ

、
ア
ラ
タ
ニ
見み

給た
ま
ふ

覽ら
む

。
我わ
れ

ヲ

助た
す
け

給た
ま

ヘ

」ト
念ね
む

ジ
テ

臥ふ
せ

ル
ニ

、	

（
27
行
　
一
〇
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
六「
震
旦
秦
始
皇
時
、
天
竺
僧
渡
語
第
一
」に
は
、

　
　「
我
ガ
大
師
、
釈
迦
牟
尼
如に

よ

来ら
い

、
涅ね

槃は
ん

ニ
入い
り

給
テ
後の
ち

久
ク
成な
り

ヌ
ト
云
ヘ
ド
モ
、

神じ
ん

通づ
う

ノ
力り
き

ヲ
以
テ
新あ
ら

タ
ニ
見
給
フ
ラ
ム
。
願ね
が
はク
ハ
我
ガ
此
ノ
苦
ヲ
助
ケ
給
ヘ
」

ト
祈
念
シ
テ
臥ふ

シ
タ
ル
ニ
、

（
13
）「
此こ

の

船ふ
ね

ノ

カ（
斯
）ウ
カ
タ
ブ
ク
、
有あ
る

樣や
う

有あ
る

ラ
ム

。
若も
シ

龍り
う
わ
う王
用よ
う

ス
ル

物も
の

有あ
ら

バ

、
其そ
の

驗し
る
し

ヲ

見み
せ

給た
ま

ヘ

」

ト

祈
い
の
り

給た
ま
ふ

程ほ
ど

ニ

、	
（
１
９
７
行
　
二
六
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
六「
玄
奘
三
蔵
、
渡
天
竺
伝
法
帰
来
語
第
六
」に
は
、

　
　「
若
シ
、
此
ノ
船
ニ
竜

り
ゆ
う

王わ
う

ノ
要え
う

ス
ル
物
ノ
有
ル
カ
。
然
ラ
バ
其
ノ
験し
る

シ
ヲ
可み
す

見べ

シ
」ト
宣の
た
まフ
時
ニ
、

（
14
）人

ひ
と
の

立た
ち
さ
り去

タ
ル

間あ
ひ
だ、
丑う
し

寅と
ら
の

方か
た

ニ

向む
か
ひテ

、「
本ほ
ん

山ざ
ん

三さ
む

寶ぽ
う

藥や
く

師し

佛ほ
と
け、
助
た
す
け

給た
ま
へ」ト
、
手て
を

摩す
り

テ

□
拜は
い

ス
。（
□
は「
薬
」か
）	

（
３
２
２
行
　
三
九
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
一
一「
慈
覚
大
師
、
亘
宋
、
伝
顕
密
法
帰
来
語
第
一
一
」に
は
、

　
　
人
ノ
立た

ち

去さ
り

タ
ル
程
ニ
、
大
師
丑う
し

寅と
ら

ノ
方か
た

ニ
向む
か
ひテ
掌
た
な
ご
こ
ろヲ
合
セ
、
礼
拝
シ
テ
云い
は

ク
、

「
本

も
と
の

山や
ま

ノ
三
宝
薬
師
仏
、
我
レ
ヲ
助た
す
けテ
古ふ
る

郷さ
と

ニ
返
ル
事
ヲ
令え

得し

メ
給
ヘ
」ト
。

　
宇
治
拾
遺
物
語
巻
一
三
―
一
〇「
慈
覚
大
師
、
入
二

纐
纈
城
一

給
事
」に
は
、

　
　
人
の
立た

ち
去さ

り
た
る
ひ
ま
に
、
艮

（
う
し
と
ら
の
）方
に
向む
か

ひ
て
、「
我
山
の
三
宝
、
助
け
給

ヘ
」と
手
を
す
り
て
祈
請
し
給
に
、

　
例（
12
）（
14
）は「
ど
う
か
私
を
お
助
け
く
だ
さ
い
。」の
意
、
例（
13
）は「
そ
の

印
し
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。」
の
意
と
解
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
神
仏
で
あ
り
、
そ
の

後
続
語
は
「
念
」「
祈
」「
拝
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
命
令
形
を
と
り
な
が
ら

実
質
的
に
は
神
仏
に
対
す
る
祈
り
で
あ
り
、
い
ず
れ
も「
希
求
」⑽
を「
表
出
」す
る
用

法
で
あ
る
。

　
な
お
、
例（
12
）は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
今
昔
物
語
集
に
は「
願
ク
ハ
～

給
ヘ
」の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例（
13
）は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
る
が
、
今

昔
物
語
集
に
該
当
部
分
は
「
ベ
シ
」
と
表
現
が
異
な
っ
て
い
る
。
例
（
14
）
は
今
昔
物

語
集
と
宇
治
拾
遺
物
語
に
類
話
が
あ
り
、
該
当
部
分
は
三
書
と
も
同
一
の
表
現
を

と
っ
て
い
る
。

　
４
、「
祈
ル
」「
乞
フ
」「
求
ム
」の
用
法

　
ま
ず
、「
祈
ル
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
祈
ル
」
の
用
例
は
一
四
例
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
名
詞
用
法
一
例
、
実
動
詞
用
法
一
三
例
が
見
ら
れ
る
。

（
15
）「
利と

し

仁ひ
と

ノ
將
し
や
う

軍ぐ
ん

ノ
死し
に
しハ

、
此こ
の

人ひ
と

ノ
祈い
の
りノ
驗し
る
しナ

リ
ケ
リ

」ト
知し
り

ケ
リ

。

	

（
２
１
３
行
　
二
八
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
一
四「
依
調
伏
法
験
、
利
仁
将
軍
死
語
第
四
五
」に
は
、

　
　「
然さ

れ

バ
、
利
仁
ノ
将
軍
ノ
死
ニ
シ
事
ハ
、
其そ
の

調
伏
ノ
法
ノ
験し
る

シ
ニ
依よ
り

テ
也
ケ
リ
」

ト
ハ
知し

り

ケ
レ
。
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六

（
16
）カ
ク
テ
、
三さ
む

四し

日に
ち

許ば
か
り

ヌ（

温

）

ル
ミ
給
ケ
レ
バ

、
種し
ゆ

〻じ
ゆ
の

御お
む

祈い
の
り

初は
じ
めラ

レ
テ

、
殿と
の

ウ（
上
）ヘ
モ
騒
さ
わ
ぎ

給
た
ま
ひ

ヒ
ケ
リ
。（
４
０
１
行
　
四
八
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
一
四「
依
千
手
陀
羅
尼
験
力
、
遁
蛇
難
語
第
四
三
」に
は
、

　
　「
此
ク
テ
三
四
日
許ば

か
り

暑あ
つ
くシ
テ
、
様
〻
ノ
祈
い
の
り

共ど
も

被は
じ
め
ら始
レ
テ
、
父ぶ

母も

モ
囂さ
わ

ギ
給
ヒ
ケ

リ
」

　
古
今
説
話
集
巻
下
五
一「
西
三
条
殿
若
君
遇
二

百
鬼
夜
行
一

事
」に
は
、

　
　
二
三
日
許ば

か

り
温ぬ
る

み
給
（
た
ま
ひ
）た
り
け
れ
ば
、
御
祈い
の

り
ど
も
は
じ
め
、
殿
、
上う
へ

、
騒さ
は

ぎ
給
（
た
ま
ひ
）

け
り
。

　
例（
15
）（
16
）に
お
け
る「
祈
り
」は
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　
な
お
、
例
（
15
）
は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
該
当
す
る
部
分
は
表
現
が
異

な
る
。
例
（
16
）
は
今
昔
物
語
集
と
古
今
説
話
集
に
類
話
が
あ
り
、
該
当
す
る
部
分

が
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

（
17
）三

さ
む
ざ
う
の藏
申ま
う

サ
ク

、「
舎し
や

利り
ハ

具ぐ
シ

奉
た
て
ま
つラ

ネ
ド
モ

、
此こ
こ

ニ
テ

祈い
の
らバ

出い
で

御お
は
す坐

ル
モ
ノ
ナ
リ

」

	

（
38
行
　
一
一
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
六「
康
僧
会
三
蔵
、
至
胡
国
行
出
仏
舎
利
語
第
四
」に
は
、

　
　
三
蔵
答こ

た
えテ
宣の
た
まハ
ク
、「
舎
利
不ぐ
し
た
て具
奉ま
つ
らズ
ト
云
フ
ト
モ
、
祈
リ
奉
ラ
バ
自お
の
づ
か然
ラ
出い
で

御お
は

ス
ル
者
也
」ト
。

（
18
）三

さ
む
ざ
う
の藏
申ま
う
さ

ク

、「
舎し
や

利り

祈い
の
り

出い
だ

シ

タ
テ
マ
ツ
ラ
ズ
ハ
、
此こ
の
く
び頸

ヲ

取と
る

ベ
キ

也な
り

」ト
申
ま
う
す

時と
き

ニ

、

	

（
40
行
　
一
二
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
六「
康
僧
会
三
蔵
、
至
胡
国
行
出
仏
舎
利
語
第
四
」に
は
、

　
　
三
蔵
ノ
答
ヘ
給
ハ
ク
、「
舎
利
ヲ
不

い
の
り

祈い
だ
し

出た
て

奉ま
つ
らズ

ハ
、
此
ノ
身
ノ
頸く

び

ヲ
可と

ら
る被

取べ

キ

ナ
リ
」ト
。

（
19
）「
ト
ザ
マ
カ
ウ
サ
マ
ニ
祈い

の
れド
モ
、
露つ
ゆ

ノ
驗し
る

シ
无な

シ
。」	

（
51
行
　
一
二
頁
）

　
宇
治
拾
遺
物
語
巻
二
―
二
〇「
浄
観
僧
正
祈
レ

雨
法
験
之
事
」に
は
、

　
　「
如

（
か
く
の
ご
と
く
）

是
、
方
〻
に
御
祈
ど
も
、
さ
せ
る
し
る
し
な
し
。」

（
20
）「
ヘ（

塀
）ヰ
ノ
モ
ト
ニ
北き
た

向む
き

ニ

立た
ち

テ

、
別べ
ち

ニ

祈い
の
り

申ま
う

セ

。」	

（
52
行
　
一
二
頁
）

　
宇
治
拾
遺
物
語
巻
二
―
二
〇「
浄
観
僧
正
祈
レ

雨
法
験
之
事
」に
は
、

　
　「
座
を
た
ち
て
、
別
に
壁
の
本
に
た
ち
て
、　
れ

い
の

。」

　
例（
17
）（
18
）（
19
）（
20
）は
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
な
お
、
例
（
17
）（
18
）
は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
例
（
19
）（
20
）
は
宇
治

拾
遺
物
語
に
類
話
が
あ
り
、
該
当
の
部
分
が
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

　
次
に
、「
乞
フ
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
乞
フ
」
は
三
例
あ
り
、
す
べ
て
実
動

詞
用
法
で
あ
る
。

（
21
）川

か
は
の

半な
か
ばヨ

リお
き
な

指さ
し

出い
で

テ

、
此こ
の

鍋か
な
へ

ヲ

乞こ
ふ

。	

（
１
９
８
行
　
二
六
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
六「
玄
奘
三
蔵
、
渡
天
竺
伝
法
帰
来
語
第
六
」に
は
、

　
　
河
ノ
中
ヨ
リ
翁

お
き
な

差さ
し

出い

デ
ヽ
、
此
ノ
鍋か
な
へヲ
乞
フ
。

（
22
）「
若も
シ

鬼お
に

ノ
タ
メ
ニ
食く
ハ
レ

ズ
ハ
、
此こ
の
て
ら寺

ノ

鐘か
ね

、
如
ご
と
く

本も
と
のレ

ニ

付つ
か

セ
ム

」ト
ウ
ケ
乞こ
ひ

ケ
レ
バ
、

	

（
２
４
６
行
　
三
二
頁
）

イ

（
翁
）

撞
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七

打
聞
集
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

（
23
）无や
く

益な
き

事こ
と

ナ
レ
ド
、
力ち
か
らヲ

憑た
の
み

テ

此こ
の

鐘か
ね

ヲ

ウ
ケ
コ
フ
。	

（
２
４
７
行
　
三
二
頁
）

　
例（
21
）（
22
）（
23
）に
お
け
る「
乞
フ
」の
対
象
物
は
い
ず
れ
も「
鍋
」「
鐘
」と
い
っ

た
具
体
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
求
め
る
意
を
表
す
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
な
お
、
例
（
21
）
は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
該
当
部
分
が
一
致
し
て
い
る
。

例
（
22
）（
23
）
は
日
本
霊
異
記
に
類
話
が
あ
る
が
、
日
本
霊
異
記
に
は
該
当
部
分
が

な
い
。

　
次
に
、「
求
ム
」
の
用
法
を
見
る
。
本
書
に
「
求
ム
」
は
三
例
あ
り
、
す
べ
て
実
動

詞
用
法
で
あ
る
。

（
24
）□（

昔
）智ち
し
よ
う證
大だ
い

師し

、
唐
も
ろ
こ
しヨ

リ

歸
か
へ
り

給た
ま
ひテ

、
我わ
が

門も
ん

徒と
の

佛ぶ
つ

法ほ
ふ

持た
も
つベ

キ

所
と
こ
ろ

求も
と

メ

往い
き

給た
ま
ふニ

、
近あ
ふ
み
の江
國く
ニ

志し

賀が
ノ

郡コ
ホ
リニ

、
大お
ほ

友と
も

ノ

王わ
う

子じ
ノ

立た
て

給た
ま
へル

寺て
ら

有あ
り

。	

（
60
行
　
一
三
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
一
一「
智
証
大
師
、
初
門
徒
立
三
井
寺
語
第
二
八
」に
は
、

　
　
然
ル
間
、
我
ガ
門も

ん

徒と

ヲ
別べ
ち

ニ
立
テ
ム
ト
思
フ
心
有
テ
、
我
ガ
門
徒
ノ
仏
法
ヲ
可つ
た

伝へ
お

置く
べ

キ
所
カ
有
ル
ト
、
所
と
こ
ろ

〻ど
こ
ろニ
求
メ
行あ
る

キ
給
フ
ニ
、

（
25
）「
唐

も
ろ
こ
しニ

テ

、
入に
ふ

定ぢ
や
うス

ベ
キ

所と
こ
ろニ

此こ
の

五ご

古こ
ハ

落お
ち
よト

テ

投な
げ

シ

所と
こ
ろ

求も
と
め

往い
く

ナ
リ

」ト
イ
ラ
ヘ
給た
ま
ふ。

	

（
83
行
　
一
五
頁
）

　
今
昔
物
語
集
巻
第
一
一「
弘
法
大
師
、
始
建
高
野
山
語
第
二
五
」に
は
、

　
　
大
師
ノ
宣の

た
まハ
ク
、「
我
レ
唐
ニ
シ
テ
三さ
ん
ご鈷
ヲ
擲な
げ

テ
、「
禅ぜ
ん

定ぢ
や
うノ
霊れ
い

穴く
ゑ
つニ
落お
ち

ヨ
」
ト

誓
ヒ
キ
。
今
其そ

の

所
ヲ
求
メ
行あ
り

ク
也
」ト
。

（
26
）軸ぢ

く
ニ

成な
し

テ

エ
求
も
と
め

不え

得ず
し

テ

、
寤
ね
た
る

夢ゆ
め
に、
僧そ
う
の
き
て來
告つ
ぐ
る、	

（
４
１
５
行
　
五
〇
頁
）

　
例（
24
）（
25
）（
26
）の「
求
む
」は
何
れ
も
実
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
な
お
、
例
（
24
）（
25
）
は
今
昔
物
語
集
に
類
話
が
あ
り
、
該
当
す
る
部
分
が
一
致

し
て
い
る
。
例
（
26
）
は
宇
治
拾
遺
物
語
に
類
話
が
あ
る
が
、
該
当
す
る
部
分
が
な

い
。

　
四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
打
聞
集
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
と
用
法
を
考
察
し
て
、
ま
た
類
話
の

今
昔
物
語
集
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
古
今
説
話
集
に
お
け
る
当
該
箇
所
の
表
現
を
比
較

考
察
し
て
き
た
。

　
内
容
及
び
全
体
の
分
量
と
関
連
し
て
、
本
書
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
形
式
の

種
類
が
非
常
に
少
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
も
非
常
に
少
な
い
。
特
に
、
希
望
表

現
を
表
す
和
語
の
「
マ
ホ
シ
」、「
タ
シ
」、「
バ
ヤ
」
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
と

い
え
よ
う
。

　
各
構
成
形
式
の
用
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
～
ム
ト
オ
モ
フ
」「
～
給
ヘ
」
は
希
望

を
「
表
出
」「
説
明
」
を
表
し
、
本
書
に
お
け
る
希
望
表
現
の
中
核
で
あ
る
。「
将
然
」

を
表
す
「
～
ム
ト
ス
」
は
希
望
表
現
と
関
連
す
る
用
法
も
見
ら
れ
、「
願
」
は
名
詞
用

法
で
仏
教
用
語
に
用
い
ら
れ
、「
祈
リ
」「
乞
フ
」「
求
ム
」
は
実
動
詞
用
法
で
希
望

に
基
づ
い
た
動
作
を
表
し
、
こ
れ
ら
の
用
法
は
希
望
表
現
の
周
辺
的
な
も
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
本
書
の
成
立
に
関
し
て
も
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
今
昔
物
語
集
、
古
今
説
話

集
の
類
話
の
比
較
か
ら
は
、
希
望
表
現
に
関
す
る
範
囲
で
、
同
一
の
、
あ
る
い
は
類

似
の
表
現
を
持
つ
用
例
が
多
く
見
ら
れ
、
本
書
と
三
書
と
の
関
係
の
深
さ
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
今
昔
物
語
集
、
宇
治
拾
遺
物
語
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
、
表

記
の
統
一
性
が
本
書
よ
り
強
く
、
本
書
が
全
く
聞
き
書
き
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い

が
、
各
説
話
に
お
い
て
、
や
や
古
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

鈷
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八

【
注
】

（
１
）
柴
田
昭
二
、
連
　
仲
友
「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究
　
序
説
」『
香
川
大
学
教
育
学
部
研

究
報
告
第
Ⅰ
部
第
１
０
９
号
』平
成
12
年
３
月

（
２
）
こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的
表
現
形
式

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ

る
も
の
を「
願
望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を「
希
求
表
現
」

と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望
を
直
接
発
す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以
外
の
問
い

質
し
や
過
去
な
ど
の
場
合
を
希
望
の
「
説
明
」
と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
願

望
」
は
「
～
た
い
」
の
形
で
、「
希
求
」
は
「
～
て
ほ
し
い
」
の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一
般

的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形
式「
一
人
称
～
た
い
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
い
」

は
そ
れ
ぞ
れ「
願
望
」、「
希
求
」の「
表
出
」で
あ
り
、
一
人
称
の
過
去
形「
一
人
称
～
た
か
っ

た
」「
一
人
称
～
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称
形
式
「
二
人
称
～
た
い
か
」「
二
人
称
～
て
ほ

し
い
か
」、
三
人
称
の「
三
人
称
～
た
が
る
」「
三
人
称
～
て
ほ
し
が
る
」な
ど
の
形
式
は
、「
説

明
」に
あ
た
る
。

（
３
）『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』第
一
巻
　
一
九
八
三
年
一
〇
月
第
一
刷
発
行
　
岩
波
書
店

（
４
）岩
波
書
店「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
33
、
34
、
35
」に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
５
）注（
２
）参
照
。

（
６
）注（
２
）参
照
。

（
７
）注（
２
）参
照
。

（
８
）岩
波
書
店「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
42
」に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
９
）岩
波
書
店「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
42
」に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
10
）注（
２
）参
照
。

	

（
し
ば
た
し
ょ
う
じ
　
　
　
　
　
香
川
大
学
名
誉
教
授
）

	

（
れ
ん
ち
ゅ
う
ゆ
う
　
　
広
島
市
立
大
学
客
員
研
究
員
）

	

（
二
〇
一
九
年
五
月
三
一
日
受
理
）
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